
東

北

支

部

は

６

月

７

日

（

土

）

、

仙

台

市

「

生

涯

学

習

支

援

セ

ン

タ

ー

」

に

お

い

て

、

第

１

６

回

支

部

大

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

大

会

に

は

、

本

部

か

ら

中

山

事

務

局

次

長

、

国

交

労

組

東

北

建

設

支

部

か

ら

田

仲

副

委

員

長

を

来

賓

に

招

き

、

役

員

、

代

議

員

な

ど

１

４

名

の

出

席

で

進

め

ら

れ

ま

し

た

。
大

会

の

議

論

は

、

危

機

管

理

体

制

や

そ

れ

に

伴

う

手

当

の

問

題

、

震

災

復

興

と

職

場

で

の

健

康

破

壊

の

問

題

な

ど

に

集

中

し

、

今

後

、

地

方

切

り

捨

て

の

給

与

制

度

を

許

さ

な

い

運

動

と

と

も

に

、

心

と

身

体

の

健

康

を

求

め

て

、

職

場

の

「

ダ

ー

ク

に

光

」

を

当

て

る

運

動

を

強

化

す

る

こ

と

、

組

織

も

大

き

く

増

や

す

こ

と

を

確

認

し

、

新

役

員

を

選

出

し

て

成

功

裏

に

終

了

し

ま

し

た

。

北

陸

支

部

は

６

月

７

日

定

期

大

会

を

、

代

議

員

・

役

員

２

２

名

の

参

加

で

開

催

し

ま

し

た

。
議

論

は

、

再

任

用

問

題

（

能

力

・

経

験

を

生

か

す

活

用

が

さ

れ

て

い

な

い

。

防

災

体

制

は

再

任

用

者

を

体

制

に

入

れ

経

験

を

生

か

し

て

も

ら

う

べ

き

だ

。

そ

う

で

な

い

と

や

り

き

れ

な

い

。

必

要

な

超

勤

予

算

を

確

保

す

べ

き

。

フ

ル

タ

イ

ム

採

用

実

現

な

ど

）

。

業

務

執

行

体

制

の

問

題

で

は

、

心

の

病

が

多

い

。

職

員

が

足

り

な

い

。

空

き

ポ

ス

ト

が

多

い

。

そ

れ

な

の

に

定

員

を

余

ら

せ

て

い

る

の

は

問

題

だ

。

出

張

所

は

現

場

に

出

れ

ば

留

守

に

な

る

こ

と

が

多

い

。

こ

れ

で

地

域

の

た

め

に

な

っ

て

い

る

の

か

。

車

も

足

り

な

い

。

職

種

間

交

流

が

行

わ

れ

て

い

る

が

、

慣

れ

る

ま

で

個

人

に

負

担

が

か

か

る

し

、

業

務

の

円

滑

化

か

ら

す

れ

ば

こ

う

い

う

人

事

で

よ

い

の

か

。

等

厳

し

い

職

場

実

態

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

中

部

支

部

は

５

月

３

１

日

、

名

古

屋

市

内

に

お

い

て

、

第

１

７

回

定

期

大

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

大

会

に

は

代

議

員

、

役

員

、

来

賓

な

ど

２

４

名

が

参

加

し

、

活

発

な

討

論

で

一

年

間

の

運

動

方

針

が

採

択

さ

れ

ま

し

た

。

大

会

で

は

、

予

算

消

化

第

一

主

義

の

公

共

工

事

の

「

乱

発

」

に

よ

る

職

場

の

実

態

、

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス

無

視

ま

が

い

の

業

務

執

行

に

つ

い

て

以

下

の

よ

う

な

発

言

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

●

昨

年

度

、

事

務

所

に

強

力

な

額

の

補

正

が

つ

け

ら

れ

、

出

張

所

に

多

く

の

工

事

が

組

ま

れ

た

。

も

ち

ろ

ん

地

元

へ

の

周

知

も

無

か

っ

た

の

で

、

地

元

か

ら

は

総

ス

カ

ン

を

食

ら

っ

た

。

補

正

を

付

け

る

に

は

地

元

の

理

解

が

必

要

。

●

補

正

の

概

数

発

注

で

、

図

面

三

枚

で

五

億

円

の

工

事

を

発

注

し

た

。

出

張

所

は

、

設

計

調

整

・

地

元

調

整

で

大

変

に

苦

労

し

た

。

国

策

と

は

言

え

、

こ

れ

で

は

地

元

に

工

事

の

品

質

を

保

証

出

来

な

い

。

必

ず

地

元

の

理

解

が

得

る

事

が

大

切

。

近

畿

支

部

第

一

七

回

定

期

大

会

は

、

五

月

三

一

日

（

土

）

大

阪

第

一

合

同

庁

舎

別

館

会

議

室

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。大

会

に

は

、

代

議

員

・

来

賓

・

役

員

な

ど

五

四

名

が

参

加

し

、

一

年

間

の

運

動

に

つ

い

て

の

総

括

と

今

後

一

年

間

の

運

動

方

針

・

組

織

方

針

に

つ

い

て

議

論

し

、

諸

方

針

を

満

場

一

致

で

採

択

し

ま

し

た

。

大

会

で

は

以

下

の

よ

う

な

意

見

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

●

河

川

の

課

だ

が

、

長

距

離

通

勤

や

病

気

休

暇

で

機

能

で

き

て

い

な

い

、

官

ポ

ス

ト

が

応

援

し

て

い

る

。

●

長

期

休

暇

か

ら

復

帰

す

る

と

き

に

、

元

の

所

に

戻

る

と

状

況

は

同

じ

な

の

で

変

え

る

必

要

が

あ

る

。

ま

た

復

帰

前

に

お

試

し

期

間

が

あ

る

が

、

通

勤

手

当

は

出

な

い

の

で

、

遠

方

で

は

交

通

費

負

担

も

大

き

い

。

●

よ

う

や

く

六

級

昇

格

し

た

が

、

ほ

と

ん

ど

所

得

は

増

え

な

い

。

月

々

の

給

与

は

減

額

だ

。

管
理
職
員
の
健
康
と
生
活
破
壊
を
防
ぐ
超

勤
規
制
と
パ
ワ
ハ
ラ
の
撲
滅
を
！

管

理

職

ユ

ニ

オ

ン

各

支

部

で

は

、

５

月

１

７

日

～

１

８

日

の

全

国

大

会

終

了

後

、

定

期

大

会

を

開

催

し

て

い

ま

す

。

今

号

で

大

会

の

報

告

を

し

ま

す

。

震災前の２倍の予算、
なんと１兆３６７５
億円 東北支部

厳しい職場実態
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●

空

き

ポ

ス

ト

が

多

す

ぎ

る

、

職

員

で

の

増

員

が

重

要

だ

。

課

長

が

併

任

で

複

数

の

課

を

担

当

し

て

い

る

事

例

も

あ

る

。

中

国

支

部

は

、

５

月

３

１

日

(

土

)

１

４

時

よ

り

広

島

市

中

特

会

館

で

第

１

７

回

定

期

大

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

大

会

に

は

組

合

員

や

来

賓

１

９

名

が

参

加

し

ま

し

た

。

以

下

主

な

意

見

を

紹

介

し

ま

す

。無

駄

な

公

共

事

業

を

繰

り

返

し

て

は

な

ら

な

い

。

発

注

済

の

工

事

が

な

か

な

か

進

ま

な

い

。

地

元

か

ら

も

馬

鹿

に

さ

れ

て

い

る

し

、

業

界

か

ら

も

批

判

の

声

が

出

さ

れ

て

い

る

。

」

「

本

省

か

ら

厳

し

い

制

約

が

あ

っ

た

新

直

轄

方

式

で

実

施

し

た

た

め

、

堆

雪

帯

が

な

い

。

深

夜

に

通

行

止

め

で

実

施

し

、

ダ

ン

プ

運

搬

と

な

っ

て

い

る

。

業

者

か

ら

は

、

「

で

き

る

も

の

な

ら

次

回

は

辞

退

し

た

い

」

と

の

声

も

寄

せ

ら

れ

て

い

る

。

現

場

を

無

視

し

た

本

省

の

対

応

を

是

正

さ

せ

る

必

要

が

あ

る

。

」

「

再

任

用

の

出

張

所

勤

務

が

実

現

し

た

の

は

大

き

な

成

果

。

一

方

で

、

再

任

用

の

指

導

員

が

配

置

さ

れ

た

た

め

に

、

事

務

係

長

が

空

き

と

な

っ

て

い

る

。

今

年

度

は

係

長

等

の

ポ

ス

ト

に

空

き

が

多

く

、

是

正

が

必

要

だ

。

」

四

国

支

部

は

第

１

６

回

支

部

定

期

大

会

を

６

月

７

日

（

土

）

、

高

松

市

「

サ

ン

・

イ

レ

ブ

ン

高

松

」

に

お

い

て

開

催

し

、

大

会

に

は

本

部

か

ら

河

野

委

員

長

、

国

交

労

組

四

国

建

設

支

部

か

ら

大

塩

副

支

部

長

、

全

建

労

四

国

退

職

者

の

会

か

ら

竹

田

副

会

長

が

来

賓

と

し

て

出

席

さ

れ

ま

し

た

。

支

部

役

員

、

代

議

員

な

ど

延

べ

１

３

名

の

出

席

で

活

発

な

議

論

の

後

、

満

場

一

致

で

運

動

方

針

が

採

択

さ

れ

ま

し

た

。

大

会

の

議

論

は

、

「

高

知

事

案

」

を

二

度

と

繰

り

返

さ

な

い

た

め

ム

リ

な

こ

と

は

ム

リ

と

意

思

表

示

す

る

こ

と

、

補

正

予

算

消

化

に

伴

う

多

忙

な

職

場

実

態

、

災

害

時

・

深

夜

勤

務

に

つ

い

て

の

超

過

勤

務

手

当

・

管

理

職

特

別

勤

務

手

当

未

支

給

問

題

な

ど

管

理

職

が

抱

え

る

問

題

に

つ

い

て

多

数

の

意

見

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

「

今

な

ら

間

に

合

う

･

･
･

」

を

活

用

し

た

政

策

オ

ル

グ

を

職

場

懇

談

会

と

合

わ

せ

て

全

分

会

で

開

催

を

目

指

す

こ

と

を

確

認

し

ま

し

た

。

５

月

３

１

日

（

土

）

国

土

交

通

省

管

理

職

ユ

ニ

オ

ン

九

州

支

部

は

、

第

回

１

７

支

部

定

期

大

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

今

回

、

参

加

組

合

員

か

ら

の

現

状

報

告

で

特

徴

的

だ

っ

た

の

は

職

場

内

で

パ

ワ

ハ

ラ

が

横

行

し

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

し

た

。

あ

る

事

務

所

で

は

事

務

所

長

か

ら

課

長

に

対

す

る

も

の

で

あ

っ

た

り

、

あ

る

事

務

所

で

は

副

所

長

か

ら

課

長

に

対

し

て

、

行

っ

て

い

た

と

い

う

も

の

も

あ

り

ま

し

た

。

各

事

務

所

と

も

管

理

職

、

係

長

、

担

当

者

問

わ

ず

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

不

調

者

が

多

く

、

今

の

ま

ま

の

仕

事

の

や

り

方

を

続

け

て

い

る

と

皆

つ

ぶ

れ

て

し

ま

う

と

い

う

発

言

も

あ

り

、

少

な

い

職

員

数

で

益

々

増

え

て

い

く

仕

事

を

今

の

ま

ま

の

や

り

方

で

続

け

て

い

け

ば

組

織

存

続

も

危

ぶ

ま

れ

る

状

況

で

す

。

上

か

ら

言

わ

れ

て

こ

な

す

だ

け

で

は

な

く

、

部

下

が

大

丈

夫

か

を

見

て

仕

事

の

進

め

方

を

変

え

、

さ

ら

に

人

も

増

や

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

こ

と

を

今

大

会

で

確

認

し

、

パ

ワ

ハ

ラ

根

絶

を

誓

い

ま

し

た

。

地

理

支

部

は

、

２

０

１

４

年

６

月

２

０

日

、

つ

く

ば

市

国

際

会

議

場

に

お

い

て

第

１

５

回

定

期

大

会

を

開

催

し

、

本

部

、

国

交

労

組

地

理

支

部

か

ら

来

賓

と

し

て

出

席

さ

れ

ま

し

た

。

大

会

に

は

組

合

員

２

２

名

、

来

賓

・

オ

ブ

６

名

の

２

８

名

が

参

加

し

、

活

発

な

質

疑

討

論

の

の

ち

、

満

場

一

致

で

運

動

方

針

が

採

択

さ

れ

ま

し

た

。討

論

で

は

、

国

土

地

理

院

の

処

遇

改

善

が

進

ま

な

い

中

で

、

女

性

組

合

員

の

６

級

官

ポ

ス

ト

昇

任

を

実

現

し

こ

と

や

４

級

格

付

け

が

実

現

し

た

指

導

官

か

ら

「

ユ

ニ

オ

ン

の

お

か

げ

だ

と

感

謝

さ

れ

て

い

る

」

と

報

告

が

あ

り

ま

し

た

。

定

員

が

充

分

あ

り

フ

ル

タ

イ

ム

勤

務

・

新

規

採

用

を

も

っ

と

行

わ

せ

る

べ

き

。

広

域

配

転

の

機

関

で

あ

る

が

、

財

務

宿

舎

が

地

方

測

量

部

で

不

足

し

は

じ

め

て

い

る

が

、

管

理

職

に

犠

牲

を

強

い

て

い

る

問

題

が

あ

る

な

ど

多

く

の

意

見

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

『第９回管理職等ア

ンケート』にご協力

をお願いします

国土交通省に働く多くの管理職員は、仕事

と処遇や将来の生活についての不満や不安と

要求を持ちながらも、管理職員だからという

ことで物申すことも出来ずにひたすら耐えざ

るを得ないという実態が長く続いてきました。

私たちは、こうした管理職員の想いや悩み

をアンケートで把握して、これを基に要求と

してまとめ、国土交通省、人事院、総務省に

要求書を提出し、アンケートで出された切実

な「想い」や「声」を示しながら、管理職員

の処遇改善を追及していく中で、定年退職者

の退職前六級昇格、強制的・組織的「若年勧

奨」中止、管理職再任用者の三級昇格、管理

職特別勤務手当の支給など要求を前進させて

きています。

近畿支部役員近畿支部役員近畿支部役員近畿支部役員

役職名 氏　　　名 分会名

委員長 片山　則哲 京都

副委員長 荒木　孝朋 大国

亀井　　稔 淀川

　 小原　良一 九頭竜

田島　利雄 滋賀

上原　秀樹 滋賀

事務局長 西村　政司 六甲

事務局次長 植村洋一郎 淀川

現場を無視した
本省の対応
中国支部

名　　　前 所属

執行委員長 山本　康夫 倉吉河国

副執行委員長 大櫃　　剛 岡山河川

事務局長 牛尾　正孝 中国技術

中国支部新役員

無理なことは無理
と言おう！
四国支部

名　　　前 所属

執行委員長 黒川　威 香川河国

副執行委員長 神前　巌 松山河国

事務局長 阿部　勝義 高知河国

事務局次長 岩崎　洋二 香川河国

四国支部新役員

複数事務所でパワ
ハラ横行！
九州支部

フルタイム勤務、
新規採用を！
地理支部

九州支部役員九州支部役員九州支部役員九州支部役員

役職名 氏　　　名 勤務先

委員長 野口　和洋 熊本河国

副委員長 神野　隆司 川内川

〃 橋口　繁雄 八代河国

〃 沼田　秀昭 大隅河国

事務局長 堀之内幸昌 筑後川

事務局次長 山下　正昭 熊本河国

地理支部役員地理支部役員地理支部役員地理支部役員

役職名 氏　　　名 勤務先

委員長 渡辺　信之 基本図情報部

副委員長 飯村　　威 地理空間情報部

〃 中島　最郎 関東地方測量部

〃 飯塚　豊久 九州地方測量部

事務局長 上村　和彦 測地部

事務局次長 岩田　昭雄 測地観測センター

上村　淳一 企画部


